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独立行政法人大学評価・学位授与機構 



試行的評価に関する検証結果報告書を受けて 
 

 独立行政法人大学評価・学位授与機構は，本年３月，平成１２年度から３回にわたって

取り組んでまいりました試行的実施期間における評価（以下「試行的評価」という。）を終

了いたしました。これを機に本年５月，試行的評価に関する検証委員会を設置し，「試行的

評価」についての総括的検証をお願いいたしました。同委員会はおよそ半年間にわたる審

議を経て，このたび検証結果として「試行的評価に関する検証結果報告書」をおまとめい

ただきましたので，ここに公表する次第です。  
現在，当機構は，学校教育法に基づく，大学，短期大学及び高等専門学校の機関別認証

評価，並びに法科大学院の認証評価を実施する第三者評価機関として，文部科学大臣の認

証を受けるべく準備を進めております。また，国立大学法人法に基づく国立大学法人評価

における教育･研究面に関する評価の実施に向けても，鋭意検討を進めているところであり

ます。 
これらの新たな評価に取り組み，その枠組みを構築するにあたって，「試行的評価」は貴

重な土台となっております。幸い今回の検証結果においても，「試行的評価」に対して一定

の成果はお認めいただけたものと理解しております。とはいえ，他方ではさまざまな課題

もご指摘いただいたところであり，今後の評価の実施に向けて，これらについて早急に検

討を進めていく必要があると認識しております。 
当機構はこの検証結果を真摯にまた厳しく受け止め，「進化する評価」を目指して一層努

力し，評価文化の定着，高等教育の発展・改善に資するとともに，社会に貢献できるよう

ご期待に応えてまいる所存であります。 
今回「試行的評価」の検証を実施するにあたりまして，対象機関はもとより多くの方々

のご協力を賜りましたことに深く感謝申し上げるとともに，貴重なご意見，ご助言をいた

だいた岸委員長，野上委員長代理をはじめ検証委員会委員の皆様に衷心より御礼申しあげ

ます。 

 

  

平成 16 年 11 月 

独立行政法人大学評価・学位授与機構長 

木  村   孟 



試行的評価に関する検証結果報告書の取りまとめに当たって 
 
 「試行的評価に関する検証委員会」は，独立行政法人大学評価･学位授与機構（以下「機

構」という。）が平成 12 年度から平成 15 年度までの試行的実施期間に実施した評価（以下

「試行的評価」という。）を検証するために設置されたものである。 

 本委員会は，4 回に渡る審議の中で，「評価結果を各大学等にフィードバックすることに

より，各大学等の教育研究活動の改善に役立てる」，「大学等の諸活動の状況を多面的に明

らかにし，それを社会に分かりやすく示すことにより公共的な機関として大学等が設置・

運営されていることについて，広く国民の理解と支持が得られるよう支援・促進する」と

いう試行的評価の目的を踏まえ，評価の枠組みや評価のプロセス，及び評価の実施結果や

それに伴う成果などについて，多角的に分析を実施し，このたび検証結果を取りまとめた。 

 今回の試行的評価の検証によって，大学等における評価への理解の深まりや改善への取

組などの成果が確認されるとともに，一方で大学等による評価活動の負担軽減を図ること

や大学等の取組を適切且つ効果的に社会や地域に示し理解を得ることなどについての更な

る改善の必要性も明らかになった。 

 我が国における教育研究の水準を高め，世界の最高水準をめざし発展していくためには，

大学等の教育機関が社会の理解と支持を得て，それぞれが独自性を発揮し，常に改善を図

り，より高度な目標に向かってその質を高めていくことが重要である。 

このためには，大学等が自己点検･評価や外部評価のさらなる充実を図ることはもとより，

評価を通じて大学等の個性を伸ばし，教育研究の内容･方法の改善につなげていくことが求

められている。このような状況において，機構が実施する評価は，今後ますますその重要

性を増していると言えよう。 

現在，機構では，大学，短期大学及び高等専門学校の機関別認証評価，法科大学院の認

証評価，並びに国立大学法人評価委員会からの要請により行う国立大学法人及び大学共同

利用機関法人の教育研究の状況についての評価の実施に向けて取り組んでいるが，引き続

き，第三者機関としての立場を厳格に保ちながら，多方面からの意見を真摯に受け止めつ

つ，よりよい評価システムの構築をめざして努力していく必要がある。 

本委員会の検証結果が，機構の実施する今後の各種評価に活かされることはもとより，

大学等の改善や発展にも活用され，もって我が国における高等教育の質の向上や発展の一

助となれば幸いである。 
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　　　大学評価・学位授与機構においては，主として下記の者が検証の分析等に当たった。
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